
（別紙３）

～ 2025年3月16日

（対象者数） 19 （回答者数）
18

～ 2025年3月9日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

音楽には、感情を調整する働きがある為、落ち着いて取り組

む時間が増える事から、学習や対人関係の土台作りを行い、

将来の自立や就労に繋げていきたい。

2

子供達にとって居場所以上に学び、自己肯定感を高める場所

である事を伝える為に日々職員が学び、挑戦し続ける姿を見

せていく。

3

保護者の方が「楽しい」「来てよかった」と感じてもらい、

輝く母親の背中を見せてあげられる環境を職員が全力で

サポートしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎をしない理由を保護者に伝えながらも

保護者の方に送迎して頂けるおかげで活動の質が上がる事に

感謝の気持ちを忘れないよう心掛ける。

2

月１回の保護者勉強会の内容を深め、我が子の将来に

向けて考えて実行に移す機会を設けていく。

3

「子供の成長になるのか」の視点を大切にし、音楽療法を基

盤として療育・教育活動を子供達にとってどのように支援し

ていくかを常に検討していく。

○事業所名 ぱぷりかキャンパス(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2025年3月9日

○保護者評価有効回答数

2025年3月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年5月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

さらなる柔軟な対応

インクルーシブ教育の観点から、更に受け入れ態勢の柔軟さ

が求められていると考えている。身体に不自由さを持つ児童

への対応は、環境面、職員の専門性においてスキルアップが

求められていると感じる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

基本的に送迎を行わない

日々、保護者とのコミュケーションを取る事が最重要で

あると考えている。しかし、保護者の送迎困難でやむを得ず欠

席となる場合があった。どんな状況でも可能な限り対応できる

よう対応力が求められる。

保護者に対して「出口が就労」の具体性の浸透が弱い

小学低学年の保護者が多く、１８歳以降のイメージが湧きにく

いと考える。しかし、１８歳の壁と呼ばれるように、社会に出

るタイミングで子供達が困る事がないよう、もっと伝えていく

必要がある。

音楽療育を基盤とした支援プログラムを設定している点

　音楽は、言葉だけよりも受け入れやすく、理解しやすい。

又、脳の広い領域を同時に活性化させる事が出来る。具体的に

は、リトミック、ことば音楽療法、楽器演奏を用いて協調運動

やタイミング感覚、コミュニケーション力、表現力を高めてい

る。

職員の質

保育士、児童指導員の他に、キャンプインストラクター、ピア

ノ講師、リトミック講師、音楽教諭免許、クラリネット奏者、

プログラミング講師、鍼灸マッサージ師の専門的な知識を持つ

職員が在籍している。

又、職員のスキルアップの為、専門的知識を共有し職員全体の

スキルアップを目指している。

就労を目的とした本人支援、家族支援に力を入れている

月1回の保護者勉強会(保護者スキルアップ講座)を開催してい

る。日々の保護者との交わりを大切にし、送迎から療育がス

タートしている意識づけを行い、家庭とぱぷりかキャンパスの

両輪で子供の成長を促している。

又、個別支援にも柔軟に対応し、家庭状況に応じた支援も行っ

ている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

ぱぷりかキャンパス(放課後等デイサービス)
公表日 年月日

利用児童数 19 回収数 18

チェック項目 はい どちらとも いえない いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

18

・広いと思います！

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

18

・十分に目を配って頂けていると思い

ます！

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思

いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー

化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
17 1

・後ろの駐車場からの足元が悪い時があ

り、雨天時は気をつけています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

18

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支

援が受けられていると思いますか。 

18

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
18

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。

18

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま

すか。

18

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

18

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま

すか。

18

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機

会がありますか。

8 5 3 1

・交流はないですが、本人が希望してい

ないので通所しているお子さんとの交流

満足しています。

・先生方のお子様と接する事があるよう

です。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がありましたか。

18

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
18

保

護

者

へ

の

説

明

等

・契約時、モニタリング時に説明するよう心掛

けている。その都度、疑問点があれば伺い対応

している。

・自費徴収がある場合は、前の月にお知らせし

ている。

・作成した後もご家庭で気にかけていただける

ようお願いし、家庭との連携も大切にしていき

たい。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・広さを有効に活用し、さらに活動の幅を広げ

ていけるようにさらに検討していく。

・職員配置は基準以上配置して対応している

が、さらに一人ひとりに応じたきめ細かな対応

を検討していく。

・必要に応じて、事業所前の駐車場を案内す

る。

・子供の成長に合わせて、机や椅子の高さの調

整をしていく。

環

境

・

体

制

整

備
・清掃は指導者だけが行う事ではなく、「場を

清めると心も清められる」という考え方を大切

にして子供達と一緒に清掃や整理整頓の機会を

日常的に設けていく。

適

切

な

支

援

の

提

供

・「本人支援」全ては子供の成長に繋がるかが

判断基準で立案している。

・「家族支援」保護者スキルアップ講座を設

け、家庭教育の大切さを伝え実行している。

・「18歳の壁」を意識し、切れ目のない支援に

繋がるよう、「移行支援」「地域移行、連携」

にも力を入れていきたい。

・個別ファイルに個別支援計画を保管し、日常

的に閲覧できるようになっている。

・支援内容に対して疑問点があった場合は、そ

の都度検討して改善に努めている。

・毎月、職員間で話し合いプログラムを決定し

ている。その際に、音楽療法を基盤しながら、

季節感や体験を重視している。

・日々進化する音楽療育に対応できるよう、職

員のスキルアップを目指す。

・頻度としては多くないので、体験活動の観点

から回数を増やしていきたい。

・「ぱぷりか音楽感謝祭」を開催予定である。

・「プロ中のプロ」を目指し、他事業所の手本

となるよう「教育・療育・対応力」のスキル

アップを日々目指している。

・支援プログラムを基本としながら、その日の

子供の気持ちや様子を大切にし、柔軟に対応で

きるようにしている。

・アセスメントの時間を対面で設けている。事

前に記入してもらったライフサポートブックを

元に出生時から現在までのお子様の状況、家庭

環境を聞き取りし計画作成に生かしている。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙４）

ぱぷりかキャンパス(放課後等デイサービス)
公表日 年月日

利用児童数 19 回収数 18

チェック項目 はい どちらとも いえない いいえ わからない ご意見

事業所名

ご意見を踏まえた対応

保護者等からの事業所評価の集計結果公表

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

18

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況

について共通理解ができていると思いますか。

18

・通所の際に先生方から本人の様子を色

々教えて頂けるので、安心してお任せ出

来ています‼ありがとうございます‼

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

18

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

18

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交

流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ

うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が

設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

17 2

・親子や兄弟参加のイベントがとても

楽しかったです！また参加したいです♪

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい

るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

ますか。
18

・いつも相談させて頂けているので安

心です。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている

と思いますか。

18

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発

信されていますか。

17 1

・行事予定等はお知らせをもらっていま

すが、自己評価の結果はなかったように

思います。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

17 1

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて

いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
16 2

・定期的に行われていると思います。

・マニュアルが公開された事はないが、

緊急時引き渡し訓練の実施はあり、他

事業所よりを先進的であると感じる。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練が行われていますか。

18

保

護

者

へ

の

説

明

等

・月1回のスキルアップ講座(保護者勉強会)、親

子リトミック、納涼会、クリスマスコンサート

を通して、保護者同士、家族同士が繋がりを持

ち、関係作りの場を設けている。

・今後は、キャンパスだけでなくランドとの交

流も検討してく。11月には、合同で感謝祭を開

催予定。

・基本的に保護者の方に送迎をお願いしている

理由の一つに、その日その時のお子様の成長の

様子の共有、保護者の方との会話を大切にする

事にある。

・送迎中も療育の一環である事を引き続きお伝

えし、ご理解ご協力をお願いする。

・モニタリング以外でも随時、相談対応を行っ

ている。個別対応は必要に応じて検討してい

る。

・いつでも相談できる関係性、環境を整える。

・「どの子も我が子」であり、子供に対しては

「信じ切る」姿勢を大切にしている。常にプラ

スの言葉がけを心掛けていきたい。

・月1回のスキルアップ講座(保護者勉強会)、親

子リトミック、納涼会、クリスマスコンサート

を通して、保護者同士、家族同士が繋がりを持

ち、関係作りの場を設けている。

・今後は、キャンパスだけでなくランドとの交

流も検討してく。11月には、合同で感謝祭を開

催予定。

・支援内容が子供にも保護者にもわかりやすい

説明を心掛けている。保護者からの移行に対し

ては柔軟に対応している。

・HUGのシステムを使い、いつでも振り返りを

見る事が出来る。

・LINEでの連絡は随時対応している。

・HP上で公開されている事を再周知

する。

・月1回発行のぱぷりか通信、掲示板、

Instagramにて発信を行っている。

・家庭教育についての発信を強化していく。

・モニタリング以外でも随時、相談対応を行っ

ている。個別対応は必要に応じて検討してい

る。

・いつでも相談できる関係性、環境を整える。

・プライバシーマーク保持企業である。

・今後も個人情報管理に努めていく。

・年に1回、マニュアル内容の確認を行ってい

る。

・実施内容は、保護者に向けての周知をしてい

る。

・避難訓練は、毎月実施している。様々なシ

チュエーションを想定して行っている。

・年に1回は、保護者にご協力頂き引き渡し訓練

を実施、消防署見学等を通して、子供・保護

者・職員で協力して防災意識を高めていきた

い。

非

常

時

等

の

対

応



（別紙４）

ぱぷりかキャンパス(放課後等デイサービス)
公表日 年月日

利用児童数 19 回収数 18

チェック項目 はい どちらとも いえない いいえ わからない ご意見

事業所名

ご意見を踏まえた対応

保護者等からの事業所評価の集計結果公表

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される

等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか

 。 18

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や

事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
18

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

18

・親も安心して通所せられます！

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

17 1

・「ぱぷりか行くよー！」と言うと

楽しみにしています。

29 事業所の支援に満足していますか。

18

・大変満足しています。

満

足

度

・契約時に説明し、ご理解ご協力頂いている。

・安全管理の点が、保護者にご理解頂けるよう

情報の公開方法を検討する。

　音楽療法を基盤とした療育を行い、一人一人

の可能性を引き出していくことを大切にしてい

る。又、「出口は就労」と捉え、将来の自立や

社会参加に繋がる力を育む事を大切にしてい

る。そして、音楽を通して心を動かし、「やっ

ていみたい」「挑戦してみたい」という気持ち

を育てていきたい。その積み重ねが『前向き』

『素直さ』といった土台を作り、自分らしく生

きる力へと繋げていく。子供達の小さな一歩を

大切にしながら、未来へと繋がる人財育成を目

指して支援していく。

非

常

時

等

の

対

応



（別紙５）

ぱぷりかキャンパス(放課後等デイサービス)
公表日

　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

8

・活動ごとに机や椅子、パーテーションを

移動し空間を有効利用している。

・広さを有効に活用し、さらに活動の幅を広げていけるよ

うにさらに検討していく。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
8

・個別対応が必要な場合があるが、指導者の

担当制を設けて適切に対応している。

・職員配置は基準以上配置して対応しているが、さらに一

人ひとりに応じたきめ細かな対応を検討していく。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

8

・入室後の手洗い、身辺整理、出席カードの

シール貼りの動線を意識し環境設定を行って

いる。

・一人一人の机と椅子、荷物入れを用意し、

自分の「居場所」を分かりやすくしている。

・子供の成長に合わせて、机や椅子の高さの調整をしてい

く。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

8

・毎日の清掃、整頓を行っている。必要に応

じて室内、教具の消毒も行っている。

・セッションや体験活動に応じて、室内の使

い方を検討している。

・清掃は指導者だけが行う事ではなく、「場を清めると心

も清められる」という考え方を大切にして子供達と一緒に

清掃や整理整頓の機会を日常的に設けていく。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
8

・パーテーションを使い空間を仕切り、

個別活動を行っている。

・パーテーションに寄りかかる等倒れないよう、指導者が

見守り安全に気を付ける。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。

8

・毎回朝、帰りのミーテイングを行い、情報

共有の時間を大切にしている。

・毎月の支援プログラム会議では、職員全員

で意見を出し合い、今の子供達に必要な体験

を検討して取り入れいる。

・子供達の様子、成長は日々変化している事に臨機応変に

対応できるスキルを高めていきたい。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
8

・評価表の内容を職員間で共有し、改善策を

あげて実行するよう努めている。

・今後スキルアップ講座で、評価結果の共有の場を設け

る。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。

8

・毎日朝、帰りのミーテイングを行い、

情報共有の時間を大切にしている。

・毎月の支援プログラム会議では、職員全員

で意見を出し合い、今の子供達に必要な体験

を検討して取り入れいる。

・職員の意見を業務改善に生かしていく。職員間がお互い

が意見を尊重しあえる環境作りを目指している。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
7 1

・今後、必要に応じて外部評価を考えてい

きたい。

・今後、必要に応じて外部評価を考えていきたい。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。

8

・毎月、社長研修(社長による教育理念等の研

修)を行い、教育、療育の資質向上を目指して

いる。

・新人研修やミーティングを通して、職員の

学びの機会を大切にしている。

・「学び続ける」大人の姿を子供達に伝える機会を設けて

いきたい。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

8

・毎月、職員間で話し合い支援プログラムを

決定している。

・事業所支援プログラムは契約時にお渡しし

ている。毎月の支援プログラムは、HUGマイ

ページと玄関の掲示でお知らせしている。

・活動内容には、全て理由がある事を引き続きお伝えして

いく。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

8

・アセスメントの時間を対面で設けている。

事前に記入してもらったライフサポートブッ

クを元に出生時から現在までのお子様の

状況、家庭環境を聞き取りし計画作成に生か

している。

・お子様だけでなく家庭環境、生い立ち等全てを把握し、

子供の成長の為の情報共有をさらに大切にしていきたい。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
8

・個別支援計画を元に、子供の支援に必要な

情報共有、個別支援会議を大切にしている。

・専門的支援実施計画を元に個別の支援

(特に言葉に関する支援)に力を入れている。

・全職員が、1人1人の理解を深められるよう引き続き情

報共有を大切にしていく。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。

8

・個別ファイルに個別支援計画を保管し、日

常的に閲覧できるようになっている。

・支援内容に対して疑問点があった場合は、

その都度検討して改善に努めている。

・新しい職員がいる場合は、職員が説明し情報共有をして

いく。
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15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

8

・日々の様子は送迎時の会話のフィードバッ

クやHUGマイページの振り返りでお知らせし

ている。

・モニタリング時にはモニタリング表を作成

し、保護者の方にお渡ししている。

・保護者の方に送迎をお願いしている為、直接お話する機

会をさらに大切にしていきたい。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

8

・「本人支援」全ては子供の成長に繋がるか

が判断基準で立案している。

・「家族支援」保護者スキルアップ講座を設

け、家庭教育の大切さを伝え実行して頂いて

いる。

・「18歳の壁」を意識し、切れ目のない支援に繋がるよ

う、「移行支援」「地域移行、連携」にも力を入れていき

たい。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

8

・毎月、職員間で話し合いプログラムを決定

している。その際に、音楽療法を基盤にしな

がら、季節感や体験を重視している。

・日々進化する音楽療育に対応できるよう、職員のスキル

アップを目指す。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

8

・毎月、職員間で話し合いプログラムを決定

している。その際に、音楽療法を基盤しなが

ら、季節感や体験を重視している。

・日々進化する音楽療育に対応できるよう、職員のスキル

アップを目指す。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

8

・個別支援計画を元に、子供の支援に必要な

情報共有、個別支援会議を大切にしている。

・専門的支援実施計画を元に個別の支援(特に

言葉に関する支援)に力を入れている。

・全職員が、1人1人の理解を深められるよう

引き続き情報共有を大切にしていく。

・活動内容が詰め込み過ぎないよう気を付ける。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

8

・毎回朝、帰りのミーテイングを行い、情報

共有の時間を大切にしている。

・その日の活動リーダー、子供の担当を確認

して役割を分担する。その時の状況に応じて

柔軟な対応も出来るよう様々なケースを想定

して準備している。

・職員の意見を業務改善に生かしていく。職員間がお互い

が意見を尊重しあえる環境作りを目指している。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
8

・支援終了時にはミーティングを行い、情報

共有や改善点の検討を行い、次の日の支援に

繋げている。

・その日出勤していなかった職員には、ミーテイングノー

トや業務日誌で共有を徹底していく。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
8

・全て記録し共有して改善に努めている。

振り返りはHUG上に記録され、支援と様子の

経緯を一覧で見る事が出来る。

・振り返りの記録だけでなく、送迎時のその日その時の

フィードバックも大切にしていきたい。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

8

・6ヶ月の1度、モニタリングを対面で行って

いる。貴重な時間を頂きながら、お子様の成

長に繋がる有意義な時間になるよう聞き取り

を大切にしている。

・モニタリングだけでなく、日々の送迎時のコミュニケー

ションも大切にしている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
8

・①自立支援と日常生活の充実のための活動

②創作活動③地域交流の機会の提供④余暇の

提供を組み合わせて支援を行っている。

・居場所ではなく教育・療育の場としての環境設定、保護

者の方との教育理念の共通理解を深めていけるよう努めて

いきたい。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。

8

・楽器演奏では好きな楽器を選択したり、

おにぎり作りでは量や味を自分で考えながら

作る体験等を通して自己決定の力を育む機会

を設けている。

・支援プログラムの設定時に柔軟性を持たせる事を留意す

る。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
8

・今後参加する機会を検討する。 ・今後参加する機会を検討する。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
8

・他支援機関の見学、支援者が集まる会議に

不定期に参加している。

・「18歳の壁」を越えて、支援が続くよう関係機関の繋

がりを強化していく。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。
8

・保護者からの情報や近隣の学校の学校便り

を確認し、下校時間の把握に努めている。

通常の送迎時間から遅れていた場合は、必ず

電話連絡をして確認するようにしている。

・保護者からの連絡を待つだけでなく、情報収集する姿勢

を大切にしていく。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
7 1

・就学前の保護者からの相談に柔軟に対応

している。必要に応じて園と直接対応する事

が可能であることを伝えている。

・家族支援の観点から、随時相談体制である事を周知して

いく。
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30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

8

・移行支援対象の子供が現時点いないが、今

後に向けて準備していく。

・卒業後のフォローは対応している。月1

回、当事業所でメンタルトレーニング、

フォローアップを実施している。

・移行支援対象の子供が現時点いないが、今

後に向けて準備していく。

・卒業後のフォローは対応している。月2

回、当事業所でメンタルトレーニング、

フォローアップを実施している。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

8

・現時点でセンターとの連携はない。

・事業所内でスーパーバイズ(専門的な支援

の質を高めるために、経験のある人が助言・

指導・振り返りを行う事)を大切にしている

為、今後は外部の助言、研修も検討していき

たい。

・現時点でセンターとの連携はない。

・事業所内でスーパーバイズ(専門的な支援

の質を高めるために、経験のある人が助言・指導・振り返

りを行う事)を大切にしている為、今後は外部の助言、研

修も検討していきたい。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
6 2

・社会体験活動で、公共の場で出会った子供

との関わりを大切にしている。

・頻度としては多くないので、体験活動の観

点から回数を増やしていきたい。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

6 2

・今後、参加していきたい。 ・今後、参加していきたい。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。

8

・基本的に保護者の方に送迎をお願いしてい

る理由の一つに、その日その時のお子様の成

長の様子の共有、保護者の方との会話を大切

にする事にある。

・送迎中も療育の一環である事を引き続きお伝えし、ご理

解ご協力をお願いする。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

8

・保護者スキルアップ講座として、勉強会を

毎月1回実施している。又、親子リトミック

や納涼会、クリスマスコンサートを開催し、

親子だけでなく家族で過ごす時間も大切に

している。

・今年度は「ぱぷりか音楽感謝祭」を開催予定である。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。

8

・契約時、モニタリング時に説明するよう心

掛けている。その都度、疑問点があれば伺い

対応している。

・自費徴収がある場合は、前の月にお知らせ

している。

・請求書をマイページで確認して頂けるよう、引き続きお

知らせする。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 
8

・6ヶ月の1度、モニタリングを対面で行って

いる。貴重な時間を頂きながら、お子様の成

長に繋がる有意義な時間になるよう聞き取り

を大切にしている。

・モニタリングだけでなく、日々の送迎時の

コミュニケーションも大切にしている。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
8

・個別支援計画、専門的支援実施計画の内容

をよく確認いただくようお願いしている。

・作成した後もご家庭で気にかけていただけ

るようお願いし、家庭との連携も大切にして

いきたい。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
8

・モニタリング以外でも随時、相談対応を

行っている。個別対応は必要に応じて検討

している。

・いつでも相談できる関係性、環境を整える。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

8

・月1回のスキルアップ講座(保護者勉強会)、

親子リトミック、納涼会、クリスマスコン

サートを通して、保護者同士、家族同士が繋

がりを持ち、関係作りの場を設けている。

・今後は、キャンパスだけでなくランドとの交流も検討し

てく。11月には、合同で感謝祭を開催予定。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。 8

・ご意見は真摯に受け止めて改善する事、ご

理解を求める事を大切にしている。

・迅速な対応を意識していく。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。 8

・月1回発行のぱぷりか通信、掲示板、

Instagramにて発信を行っている。

・家庭教育についての発信を強化していく。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

8

・プライバシーマーク保持企業である。 ・今後も個人情報管理に努めていく。
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44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。

8

・支援内容が子供にも保護者にもわかりやす

い説明を心掛けている。保護者からの移行に

対しては柔軟に対応している。

・HUGのシステムを使い、いつでも振り返り

を見る事が出来る。

・LINEでの連絡は随時対応している。

・プログラミングを使い、さらに情報伝達手段の工夫を目

指す。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
7 1

・11月に野田ガスホールにて「ぱぷりか音楽

感謝祭」を開催予定である。

・11月に野田ガスホールにて「ぱぷりか音楽感謝祭」を

開催予定である。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。 8

・年に1回、マニュアル内容の確認を行ってい

る。

・保護者に向けての周知をしていきたい。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
8

・BCPを策定し、研修は年2回行っている。 ・年に1回、点検し修正する。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
8

・アセスメント、モニタリング時に確認し、

必要に応じてお薬手帳のコピーをいただい

ている。

・職員間の共有を徹底する。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。

8

・アセスメント、モニタリング時に確認をし

ている。

・食体験前は、使用する食材の内容をお知ら

せし、確認をしてもらっている。

・アレルギー対応がある場合は、誤飲誤食に

気を付け、個別対応をする。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

8

・年1回見直しをし、必要な訓練、研修に取り

組んでいる。

・消防署見学を療育として実施。安全管理に

関して、職員と子供で学ぶ機会を設けた。

・安全管理の点が、保護者にご理解頂けるよう情報の公開

方法を検討する。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
8

・年に1回、引き渡し訓練を行い、緊急時の対

応を保護者と連携して取り組んでいる。

・毎月1回の避難訓練の様子を保護者にも引き続き伝えて

いく。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
8

・月末に集計し、改善策を挙げている。定期

的に共有し再発防止に努めている。

・ヒヤリハットは、実際の事故を防ぐ早めのサインとの視

点を大事にする。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
8

・委員会を設置し、事例を元に検討する機会

を設けている。

・ニュースや他事業所の事例を把握し、自分事として捉え

て虐待防止に努める。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。
8

・座位保持椅子を使用する場合は、個別支援

計画にて事前に同意を受けている。また、長

時間の使用にならないように姿勢を変える対

応をしている。

・本児又は他児の怪我防止に努める。
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